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（１）提案授業協議会より           

＜今回の課題＆成果 総まとめ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎今回の大まかな議論ポイント 

①活動の見通しについて…児童は活動に見通しをもって取り組んでいたか？ 

②図工における深い学びとは？…具体的な児童の姿ではどのようなものだったか？ 

③技能指導について…どの程度まで指導するか？ 

 

～講師の先生のお話を基に考える！～ 

①活動の見通しについて…単元に入る前の事前指導をすべし！ 

活動に入るまでに題材の内容や活動の内容などを伝えておく。つまり、活動の見通しを子供たちにも

たせることが大切。本時であれば「空色の風景」という題材名、活動名は伝えておき、大体どのような

活動をするか導入で確認するのもよかったのでは。具体的な作品の提示はせずとも、「こんな活動をし

ていく。」というゴールイメージをもたせて単元を始めることが大切。 

 

②図工における深い学びとは？…対話的な学びと関連して 

図工の活動では、「自己内対話」を大切にする。「自己内対話」とは、自分の作品に夢中で試行錯誤す

ることや、客観的な意見を基に自分の作品、活動を振り返ること！このような表現活動は、鑑賞活動と

一緒に行うべし。他者の作品を見ながら、友達の作品や制作過程を学び、自分の制作に生かすことで「造

形的な見方・考え方」は深まっていき、図工における「深い学び」となる。今回は、自由に歩き回って

ローラーの貸し借りをするという行為が作品を見合うという活動と繋がり、自然と子供たちが学び合っ

ていた。このように、表現活動と鑑賞活動を同時に行うことができる環境づくりが大切。そのために、

場の設定、活動の展開、教師が活動を止めるタイミングなどを厳選することが大切。 

また、自分の作品に向き合い、夢中で試行錯誤する姿や自分の作品を一歩離れて見る姿が見られた。

今後、自分の作品や活動を振り返ったり、その中で自身の学びや変容を感じたりする活動が多くなると

一層深い学びへと繋がる。 

 

 

☆成果 

・ローラーの貸し借りが◎！ 

→互いの作品を見合いながら学び合いが生まれて

いた。 

・導入での色の提示が良い！ 

→本時のねらいである「空の色」に対する自分の

イメージを広げることができた。 

また、文字だけでなく色そのもので視覚的に提

示したのもイメージを広げるために有効だっ

た！ 

・用具の提示の仕方が良い！（新聞のめくり方◎） 

→活動の説明の中で用具を提示することで、子供

たちの活動意欲も高まっていった。 

・子供たちが題材と楽しんで関わっていた！ 

→子供たちが主体的に活動していた。用具の提示、

導入などが生きていた証拠！？ 

★課題・疑問点…？ 

・ローラーの全体指導にもっと時間をとるべきか？ 

→グラデーションをやりたくてもうまく出来ない

子がいた。（先生を目指すが、トリコロールに…） 

グラデーションに対する理解をもっと深めるこ

とが必要？前時にグラデーションの練習 or お試

し用紙を用意するなどもあり？ 

・子供たちは活動の見通しをもっていたか？ 

→本時の活動だけでなく、単元を通しての活動の見

通しをもったほうがよいのでは？「風景を描く」

ということがゴールであるということを子供た

ちは理解していたのか？ 

・何をもって対話的とするのか？ 

→ローラーの貸し借りが対話なのか…？ 



③技能指導について…学年ごとの積み重ねが大切！ 

 今回活動で扱った「ローラー」は、低学年から扱っている。図工では学年ごとに使用する主な用具も

定められており、学年を重ねながら少しずつ用具に慣れていく。ローラーの使い方や技能においてはそ

れぞれの学年ごとで重ねて指導し、経験を積み重ねることが大切！またグラデーションの技能に関して

は、事前に練習するほどではない。題材に関わっていく中で、グラデーションのやり方は感覚的に覚え

ていくのが理想。今回の活動の中では、自分の空のイメージに向き合いながら「グラデーション表現を

用いて」複雑な色の重なりを楽しむという活動でもよかったかも。技能の習得の先に本時の目的がある

とよいのでは。 

（２）講師：竹内とも子先生の講評より 
＜講評の主なポイント まとめ＞ 

☆用具・素材の選択について 

・ボール紙…子供の活発な活動を促す。白い紙だと「何を描こう…緊張するなぁ。」と思うような子も

すんなりと活動に入ることができる。子供の目線になって、うまく活動に入ることができるような素

材を選ぶのも大切な教材研究の一つである。 

・ローラーの特性…○良い点→活動に差がでにくい。スピード感や思いがけない色の変化が生まれる。 

●留意点…線が直線的になる。線の形、表現の方向が限られる。 

⇒用具・素材の特性を教師が理解し、厳選して提示することが大切。 

 

☆作業と指導について 

用具の使い方の指導をした後の技能の定着には、子供たち自身の作業が必要不可欠。子供たち自身が

何度も何度も用具や素材と関わりながら、「自分なりの用具の使い方」を習得していく。こちらが知識

を教えたり、技能を定着させる活動をとったりすることも必要だが、子供が作業の中で自然に技能を獲

得していくことも理解する。 

 

☆知識・技能は切り離して育成するものではない！ 

 今回の「グラデーションの技能」とも関連しているが、図工では必ずしも「知識・技能」の後に「思

考力、判断力、表現力等」を身に付けるのではない。「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」は相互に関連させながら身に付くようにする資質・能力である。裏面で

も取り上げたように、技能を確実に習得してから次の活動に進むのではなく、活動の中で何度も題材に

関わる時間をたっぷりととることで、子供たちが自然と技能を習得できるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「ここがすごかった！！」ポイント～ 

☆先生の教材研究がすごい！ 

→個人的に色の選択がよかったと思いました。特にピンク！彩度が高く、蛍光色のような鮮やか

さ…。画面の中に入れると、アクセントとなりうまく他の色を引き立てているなぁと思いまし

た。図工における教材研究では、「使ってみたい！」と思わせるような素材の選択が大切だなぁ

と勉強になりました。 

☆竹内先生の作品例がすごい！ 

→講評の際に見た作品例の数々…。素晴らしかったですよね！子供たちが、版の特徴を理解した

上で活動している姿が目に浮かびました。特に色の重なりやリピテ―ションを楽しんでいるよ

うな作品が多く見られた気がします。なおかつ、作品のモチーフが抽象的なものが多かったで

すよね！「睡魔」など…。表現したいことが、形のあるものだけでなく多岐にわたっているこ

とから、子供たちの造形的な視点を豊かにする指導をされているんだなぁと勉強になりました。 

 

 

 

 

 


